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 早いもので、ROSE-HULMAN に来てから 1 ヶ月近くが経ちました。ここでの生活にも慣れて
きた所です。 
私はRITで7週間English Language Centerに行った後、こちらに来ましたが、New Yorkの

RITと IndianaのRHITとでは随分環境が変わりました。RITでもここでも寮の 2人部屋なのは
同じですが、ここでは誰も部屋に鍵をかけません。買い物に行っても、車に鍵を掛けないのが普通

だそうです。Terre Hauteは人口も少なく小さい町なので、犯罪もほとんど起こらないそうです。 
 ROSE-HULMAN は森の中にある大学で、町に行くためには自動車が必要不可欠です。多くの
学生は自動車を所有しており、大学の各地に駐車場があります。町から離れているため、大学の敷

地内にはほとんど大学関係者しかいません。Terre Hauteの町には映画館が一つ、銀行、各種ショ
ッピングモールなどはありますが、あまり大きな町ではないため、大学周辺にはあまり娯楽施設は

無いと言えます。そのためか、どこかへ出かけるよりも、気の合う仲間で集まって映画のＤＶＤを

観たり、テレビゲームをして楽しんでいる事が多いようです。また、学内に大きなジムがあり、時

間があればスポーツをしたり、体を鍛えている学生もいます。余計な誘惑が無く、4 年間勉強をす
るには良い環境だと思います。 
 
 RHITに来て最初に科目の履修申請を行いました。学生 IDを受け取るのが新入生と同じ日で、
新入生の必修授業は既に自動的に登録されており、かつ2，3，4年生の履修登録はずっと前に終わ
っていたので、多くの科目が既に定員に達していました。 
 私のKITでの専攻はロボティクスですが、ROSE-HULMANにはロボティクスという学科が無
いため、Mechanical Engineering から機械、電気、コンピュータの総合科目である ME430 
Mechatronic Systemを, Computer Science and Software EngineeringからCSSE351Computer 
Graphicsを,Human and Social SciencesからHumans and Cultureと、3つの科目を受講してい
ます。通常ROSE-HULMANの学生は3科目か4科目を受講します。5科目以上を選択すると課
題の量が多くて非常に大変なので、4 科目以上受講する学生はまずいないそうです。私はまだ英語
が十分に身についていないので、3科目の宿題でも大変です。 
 RHITに来る前に、RHITはアメリカの大学の中でも特に宿題が多い大学だと聞いていましたが、
実際に来てみるとそれほど飛びぬけて宿題が多いとは感じませんでした。KITと同じ程度だと思い
ます。KITがアメリカ式の教育体制を参考にしているのも理由の一つかも知れません。 
 

28日と29日はHomecomingでした。Homecomingとは、大学全体規模の、公式な同窓会のよ
うな物で、去年の卒業生からずっと昔に卒業したおじいさんまで ROSE-HULMANに戻ってくる
そうです。初日には学内でミス・ミスターROSE-HULMAN を決めるコンテストや花火、それに
Bonfireがありました。Bonfireとは大きなキャンプファイヤのようなもので、毎年1年生が大学の
敷地のはずれに木材を積み上げて地上 5，6 メートルにもなる木組みを人力のみで組み上げ、その
上に小さい小屋を載せます。Homecomingの初日の夜にそれに火をつけて燃やします。その時に上
に乗っている小屋が真下に落ちたら次の日の大学対抗フットボールに勝てるという占いも兼ねてい

るそうです。この木組みはHomecomingまでに 1年生が作るのが習慣ですが、毎年上級生が闇に
紛れて作業を妨害しに行くのもまた習慣だそうで、1 年生は作業を妨害されないように周辺を警備
しているそうです。 
ちなみに上に乗せる小屋は、毎年どこかから盗んで来る物だそうです。1 年生のだれかの家に小
屋がある時はそれを貰って来るそうですが、無かったときは本当にどこかの農場から盗んでくるそ

うです。今回のBonfireではめでたく真下に小屋が落ち、翌日のフットボールの試合には勝てると
いう占いが出ました。大量の木材にガソリンをかけて燃やした炎の勢いは大変なもので、放射熱で

熱くて近づけないほどです。今年もまた耐火服を着てマシュマロを焼きに近づいた学生がいたそう
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です。 
 

RITに居た頃には、私と同じように主に他の国から英語を勉強しに来ていた学生達と主に話をし
ていたので、こちらに来たばかりの頃はネイティブスピーカーの学生や教師の会話がほとんど分か

りませんでしたが、最近ようやく聞き取れるようになってきました。これからは自分からも積極的

に会話をして行きたいと思います。 
 

 以上で今月の報告を終わります。 
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